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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　分散媒体中に、一般式（１）で表される化合物とキナクリドン骨格を有する顔料が分散
した顔料分散体。
【化１】

［一般式（１）中、Ｒ1及びＲ2は、各々独立して、水素原子、アルキル基、アリール基又
はアラルキル基を表し、
Ｒ1、Ｒ2がアルキル基またはアリール基である場合、置換基を有していても良く、
アルキル基である場合、置換基はアルコキシ基、またはシクロヘキセンの１位の水素原子
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を脱離させることにより形成される基であり、
アリール基である場合、置換基はアルコキシ基、アルキル基、またはクロロ基である。］
【請求項２】
　前記一般式（１）中、Ｒ1がアルキル基又はアリール基である請求項１に記載の顔料分
散体。
【請求項３】
　前記一般式（１）中、Ｒ1がメチル基、ｎ－ブチル基、シクロヘキシル基、エチルヘキ
シル基又は４－メチルフェニル基である請求項１に記載の顔料分散体。
【請求項４】
　一般式（１）で表される化合物の使用量が顔料１００質量部に対して０．０１乃至１０
質量部であることを特徴とする請求項１乃至３の何れか１項に記載の顔料分散体。
【請求項５】
　前記キナクリドン骨格を有する顔料が一般式（２）で表わされることを特徴とする請求
項１乃至４の何れか１項に記載の顔料分散体。

【化２】

［一般式（２）中、Ｘ1、Ｘ2は、各々独立して、水素原子、アルキル基又はハロゲン原子
を表す。］
【請求項６】
　前記キナクリドン骨格を有する顔料がＣ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　１２２、Ｃ．
Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　２０２、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｖｉｏｌｅｔ　１９の
群から１種以上選ばれることを特徴とする請求項１乃至４の何れか１項に記載の顔料分散
体。
【請求項７】
　請求項１乃至６の何れか一項に記載の顔料分散体を含有してなることを特徴とするカラ
ーフィルター用レジスト組成物。
【請求項８】
　請求項１乃至６の何れか一項に記載の顔料分散体を含有してなることを特徴とするイン
ク組成物。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、塗料、インキ、カラーフィルター、樹脂成型品等の製造工程において用いら
れる顔料分散体及びその製造方法に関する。更に、該顔料分散体を着色剤とするカラーフ
ィルター用レジスト組成物、インク組成物及びその製造方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、カラー画像の普及が盛んで高画質化への要求が高まっている。デジタルフルカラ
ー複写機やプリンターにおいては、色画像原稿をブルー、グリーン、レッドの各色フィル
ターで色分解した後、オリジナル画像に対応した潜像をイエロー、マゼンタ、シアン、ブ
ラックの各色現像剤を用い現像する。そのため、各色の現像剤中の着色剤が画質に大きな
影響を与えることになる。一般に、顔料の各種媒体への分散は、顔料を十分に微細化させ
ることや、均一に分散させることが困難である。塗料、インキ、カラーフィルター、樹脂
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成型品等の製造において、顔料の粒径を細かくし、色材としての性能（着色力、透明性、
光沢など）を十分に発現させるための添加剤として顔料分散剤が利用されている。
【０００３】
　カラーフィルターは液晶ディスプレイのカラー表示化には必要不可欠であり、液晶ディ
スプレイの性能を左右する重要な部品である。従来のカラーフィルターの製造方法として
は、染色法、印刷法、インクジェット法、フォトレジスト法等が知られている。中でも、
分光特性の制御や再現性を容易にできること、解像度が高いためより高精細なパターニン
グが可能であることから、近年フォトレジスト法が製造方法の主流となっている。
【０００４】
　このフォトレジスト法では、一般に着色剤として顔料が用いられている。しかし顔料は
一定の粒径を有するため消偏作用（偏光が崩されること）を伴い、液晶ディスプレイのカ
ラー表示のコントラスト比が低下することが知られている。また、顔料を用いた系ではバ
ックライト光の高い透過性を得ることが困難であり、カラーフィルターの明度を向上させ
るには限界がある。更に、顔料は有機溶剤やポリマーに不溶であるため、着色レジスト組
成物は分散物として得られるが、その分散の安定化は難しい。これに対して、染料は一般
に有機溶剤やポリマーに可溶であり、着色レジスト組成物中でも凝集を起こさずに安定し
ている。このため、染料を着色剤として用いたレジスト組成物から得られるカラーフィル
ターは、染料が分子レベルで分散されているため消偏作用がなく、バックライト光の透過
性も優れている。これまで、分光特性が良好で表示コントラストの高い画像表示を可能と
するため、モノアゾ系色素であるＣ．Ｉ．Ａｃｉｄ　Ｒｅｄ　６を用いた赤色カラーフィ
ルターが報告されている（特許文献１参照）。ブロードバンド化が進むにつれ、より高精
細な画像を表示するために、分光特性や、高いコントラスト比が実現できるために、顔料
の粒径を細かくし、色材としての性能（着色力、透明性、光沢など）を十分に発現させる
ための添加剤の開発が強く求められている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００３－００５３６１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明は上記した課題を解決することを目的とする。即ち本発明は、キナクリドン骨格
を有する顔料の分散性に優れ、分光特性に優れた顔料分散体を提供することを目的とする
。
【０００７】
　また、該顔料分散体を用いたカラーフィルター用レジスト組成物、インク組成物を提供
することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記目的は、以下の発明によって達成される。
【０００９】
　即ち、本発明は、分散媒体中に、一般式（１）で表される化合物とキナクリドン骨格を
有する顔料とを含有する顔料分散体に関する。また、該顔料分散体を用いたカラーフィル
ター用レジスト組成物、インク組成物を提供するものである。
【００１０】
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【化１】

［一般式（１）中、Ｒ1及びＲ2は、各々独立して、水素原子、アルキル基、アリール基又
はアラルキル基を表し、
Ｒ1、Ｒ2がアルキル基またはアリール基である場合、置換基を有していても良く、
アルキル基である場合、置換基はアルコキシ基、またはシクロヘキセンの１位の水素原子
を脱離させることにより形成される基であり、
アリール基である場合、置換基はアルコキシ基、アルキル基、またはクロロ基である。］
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、分散性に優れた顔料分散体及びその製造方法を提供することができる
。更に、該顔料分散体を用いることで、良好な赤色の色調を有するカラーフィルター用レ
ジスト組成物、インク組成物を提供することが出来る。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本発明の一般式（１）で表される化合物（１６）のＣＤＣｌ3中、室温、４００
ＭＨｚにおける1Ｈ　ＮＭＲスペクトルを表す図である。
【図２】本発明の一般式（１）で表される化合物（２）を用いた顔料分散体（２）のＳＥ
Ｍ写真を表す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下に、実施するための形態を挙げて、本発明を更に詳細に説明する。本発明者らは、
前記した従来技術の課題を解決すべく鋭意検討を行った結果、分散媒体中に、一般式（１
）で表される化合物とキナクリドン骨格を有する顔料とを含有すると分散性に優れた顔料
分散体が得られることを見出した。すなわち、本発明の特徴は、一般式（１）で表される
化合物とキナクリドン骨格を有する顔料が親和性を持ち、顔料の再凝集を防止し分散効果
を示す顔料分散体が得られることである。
【００１４】

【化２】
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（一般式（１）中、Ｒ1及び2は各々独立して水素原子、アルキル基、アリール基、アラル
キル基を表す。）
【００１５】
　一般式（１）中のＲ1及びＲ2におけるアルキル基としては、特に限定されるものではな
いが、例えば、メチル基、ブチル基、オクチル基、ドデシル基、ノナデシル基、シクロブ
チル基、シクロペンチル基、シクロヘキシル基、メチルシクロヘキシル基、または、エチ
ルヘキシル基等の直鎖、分岐、または、環状の炭素数１乃至２０個のアルキル基が挙げら
れる。
【００１６】
　一般式（１）中のＲ1及びＲ2におけるアリール基としては、特に限定されるものではな
いが、例えば、フェニル基、または、ナフチル基等の６乃至１４員環の単環式または多環
式アリール基が挙げられる。
【００１７】
　一般式（１）中のＲ1及びＲ2におけるアラルキル基としては、特に限定されるものでは
ないが、例えば、ベンジル基、または、フェネチル基等が挙げられる。
【００１８】
　更に、Ｒ1及びＲ2は置換基を有してもよく、化合物の安定性を著しく阻害するものでな
ければ、特に限定されるものではないが、例えば、メトキシ基、エトキシ基、ブトキシ基
等のアルコキシ基、メチルアミノ基、プロピルアミノ基等のモノ置換アミノ基、ジメチル
アミノ基、ジプロピルアミノ基、または、Ｎ－エチル－Ｎ－フェニル基等のジ置換アミノ
基等が挙げられる。また、Ｒ1及びＲ2の構造がアリール基、或いは、アラルキル基である
場合には、メチル基、エチル基、プロピル基、ブチル基等のアルキル基、フェニル基など
のアリール基を用いても良い。
【００１９】
　Ｒ1がアルキル基、アリール基であることが好ましく、特に、分散性が向上するため、
Ｒ1がメチル基、ｎ－ブチル基、シクロヘキシル基、２－エチルヘキシル基、４－メチル
フェニル基であることが好ましい。
【００２０】
　本発明にかかる一般式（１）で表される化合物は、市販されており入手可能であるが、
公知の方法によって合成することも可能である。
【００２１】
　本発明の前記一般式（１）で表される化合物の製造方法について、一態様を示すが、製
造方法がこれに限定されるわけではない。
【００２２】
　即ち、化号物Ａを無水酢酸でアセチル化させ、化合物Ｂを得ることが出来る。さらに環
化させて化合物Ｃを得る。化合物Ｃとアミン化合物を縮合させて、本発明の一般式（１）
で表わされる化合物を得る。また、各化合物の官能基において必要に応じて、公知の保護
・脱保護反応、加水分解等の反応を追加することは、当該事業者には適宜選択可能である
。
【００２３】
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【化３】

【００２４】
　本発明でキナクリドン骨格を有する顔料は、一般式（２）で表わすことが出来る。
【００２５】
【化４】

（一般式（２）中、Ｘ1及びＸ2は、各々独立して、水素原子、アルキル基、ハロゲン原子
を表す。）
【００２６】
　一般式（２）中のＸ1及びＸ2におけるアルキル基としては、特に限定されるものではな
いが、例えば、メチル基、ブチル基、オクチル基、ドデシル基、ノナデシル基、シクロブ
チル基、シクロペンチル基、シクロヘキシル基、メチルシクロヘキシル基、または、エチ
ルヘキシル基等の直鎖、分岐、または、環状の炭素数１乃至２０個のアルキル基が挙げら
れる。特にメチル基が好ましい。
【００２７】
　一般式（２）中のＸ1及びＸ2におけるハロゲン原子としては、フッ素原子、クロロ原子
、ブロモ原子、ヨウ素原子が挙げられる。
【００２８】
　一般式（２）で表わされるキナクリドン骨格を有する顔料の具体例として、Ｃ．Ｉ．Ｐ
ｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　１２２、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　２０２、Ｃ．Ｉ．Ｐ
ｉｇｍｅｎｔ　Ｖｉｏｌｅｔ　１９（それぞれカラーインデックス第４版記載の名称によ
る）が好ましい。
【００２９】
　キナクリドン骨格を有する顔料は、単独で、あるいは公知のマゼンタ顔料、または、染
料を２種以上組み合わせて用いることもできる。
【００３０】
　＜顔料分散体について＞
　本発明における分散媒体とは、水または有機溶剤のことを指す。
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【００３１】
　本発明の顔料分散体は、少なくとも、分散媒体中、一般式（１）で表される化合物とキ
ナクリドン骨格を有する顔料を分散処理することで得られる。
【００３２】
　キナクリドン骨格を有する顔料は、公知の方法で分散することが出来る。
【００３３】
　本発明の顔料分散体は例えば、以下のようにして得られる。分散媒中に前記一般式（１
）、および必要に応じて樹脂を溶かし込み、撹拌しながらキナクリドン骨格を有する顔料
粉末を除々に加え十分に分散媒になじませる。さらに分散機により機械的せん断力を加え
ることで、顔料を安定に均一な微粒子状に微分散することができる。
【００３４】
　本発明で用いる分散機としては、特に限定されるものではないが、例えば、回転せん断
型ホモジナイザー、ボールミル、サンドミル、アトライター等のメディア式分散機、高圧
対向衝突式の分散機等が好ましく用いられる。
【００３５】
　本発明の顔料分散体中の顔料量は、分散媒体１００質量部に対して１．０乃至３０．０
質量部、好ましくは２．０乃至２０．０質量部、より好ましくは３．０乃至１５．０質量
部である。上記の範囲内であれば、良好な着色力が得られ、また粘度の上昇が起こりにく
いため、好ましい。
【００３６】
　一般式（１）で表される化合物の使用量は、キナクリドン骨格を有する顔料１００質量
部に対して、分散性に影響を与えなければ限定はされないが、０．０１乃至１０質量部で
用いる事が出来る。好ましくは０．０５乃至１０質量部、より好ましくは０．１乃至５質
量部用いることがよい。
【００３７】
　本発明で顔料分散体は良好な分散安定性を得るために乳化剤を用いて水に分散させるこ
とが出来る。乳化剤としては、特に限定されるものではないが、例えば、カチオン界面活
性剤、アニオン界面活性剤、ノニオン界面活性剤等が挙げられる。
【００３８】
　本発明で用いられる乳化剤として用いられるカチオン界面活性剤としては、特に限定さ
れるものではないが、例えば、ドデシルアンモニウムクロライド、ドデシルアンモニウム
ブロマイド、ドデシルトリメチルアンモニウムブロマイド、ドデシルピリジニウムクロラ
イド、ドデシルピリジニウムブロマイド、ヘキサデシルトリメチルアンモニウムブロマイ
ド等が挙げられる。
【００３９】
　また、アニオン界面活性剤としては、ステアリン酸ナトリウム、ドデカン酸ナトリウム
等の脂肪酸石鹸、ドデシル硫酸ナトリウム、ドデシルベンゼン硫酸ナトリウム、ラウリル
硫酸ナトリウム等が挙げられる。
【００４０】
　さらにノニオン界面活性剤としては、特に限定されるものではないが、例えば、ドデシ
ルポリオキシエチレンエーテル、ヘキサデシルポリオキシエチレンエーテル、ノニルフェ
ニルポリオキシエチレンエーテル、ラウリルポリオキシエチレンエーテル、ソルビタンモ
ノオレアートポリオキシエチレンエーテル、モノデカノイルショ糖等が挙げられる。
【００４１】
　本発明の顔料分散体の分散媒に使用し得る有機溶剤としては顔料の目的用途に応じて決
められるものであり、特に限定されない。具体的にはメチルアルコール、エチルアルコー
ル、変成エチルアルコール、イソプロピルアルコール、ｎ－ブチルアルコール、イソブチ
ルアルコール、ｔｅｒｔ－ブチルアルコール、ｓｅｃ－ブチルアルコール、ｔｅｒｔ－ア
ミルアルコール、３－ペンタノール、オクチルアルコール、ベンジルアルコール、シクロ
ヘキサノール等のアルコール類；メチルセロソルブ、エチルセロソルブ、ジエチレングリ
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コール、ジエチレングリコールモノブチルエーテル等のグリコール類；アセトン、メチル
エチルケトン、メチルイソブチルケトン等のケトン類；酢酸エチル、酢酸ブチル、プロピ
オン酸エチル、セロソルブアセテート等のエステル類；ヘキサン、オクタン、石油エーテ
ル、シクロヘキサン、ベンゼン、トルエン、キシレン等の炭化水素系溶剤；四塩化炭素、
トリクロロエチレン、テトラブロムエタン等のハロゲン化炭化水素系溶剤；ジエチルエー
テル、ジメチルグリコール、トリオキサン、テトラヒドロフラン等のエーテル類；メチラ
ール、ジエチルアセタール等のアセタール類；ギ酸、酢酸、プロピオン酸等の有機酸類；
ニトロベンゼン、ジメチルアミン、モノエタノールアミン、ピリジン、ジメチルスルホキ
シド、ジメチルホルムアミド等の硫黄・窒素含有有機化合物類が挙げられる。
【００４２】
　また本発明で用いる有機溶剤としては、重合性単量体を用いることもできる。重合性単
量体は、付加重合性あるいは縮重合性単量体であり、好ましくは、付加重合性単量体であ
る。具体的にはスチレン、ｏ－メチルスチレン、ｍ－メチルスチレン、ｐ－メチルスチレ
ン、ｏ－エチルスチレン、ｍ－エチルスチレン、ｐ－エチルスチレン等のスチレン系単量
体；アクリル酸メチル、アクリル酸エチル、アクリル酸プロピル、アクリル酸ブチル、ア
クリル酸オクチル、アクリル酸ドデシル、アクリル酸ステアリル、アクリル酸ベヘニル、
アクリル酸２－エチルヘキシル、アクリル酸ジメチルアミノエチル、アクリル酸ジエチル
アミノエチル、アクリロニトリル、アクリル酸アミド等のアクリレート系単量体；メタク
リル酸メチル、メタクリル酸エチル、メタクリル酸プロピル、メタクリル酸ブチル、メタ
クリル酸オクチル、メタクリル酸ドデシル、メタクリル酸ステアリル、メタクリル酸ベヘ
ニル、メタクリル酸２－エチルヘキシル、メタクリル酸ジメチルアミノエチル、メタクリ
ル酸ジエチルアミノエチル、メタクリロニトリル、メタクリル酸アミド等のメタクリレー
ト系単量体；エチレン、プロピレン、ブチレン、ブタジエン、イソプレン、イソブチレン
、シクロヘキセン等のオレフィン系単量体；塩化ビニル、塩化ビニリデン、臭化ビニル、
ヨウ化ビニル等のハロゲン化ビニル類；酢酸ビニル、プロピオン酸ビニル、安息香酸ビニ
ル等のビニルエステル類；ビニルメチルエーテル、ビニルエチルエーテル、ビニルイソブ
チルエーテル等のビニルエーテル類；ビニルメチルケトン、ビニルヘキシルケトン、メチ
ルイソプロペニルケトン等のビニルケトン化合物を挙げることができる。これらは使用用
途に応じて、単独又は２種以上を組み合わせて用いることができる。
【００４３】
　顔料分散体にはさらに樹脂を加えてもよい。顔料分散体に使用し得る樹脂としては目的
用途に応じて決められるものであり、特に限定されない。具体的には、例えば、ポリスチ
レン樹脂、スチレン共重合体、ポリアクリル酸樹脂、ポリメタクリル酸樹脂、ポリアクリ
ル酸エステル樹脂、ポリメタクリル酸エステル樹脂、アクリル酸系共重合体、メタクリル
酸系共重合体、ポリエステル樹脂、ポリビニルエーテル樹脂、ポリビニルメチルエーテル
樹脂、ポリビニルアルコール樹脂、ポリビニルブチラール樹脂等が挙げられる。その他ポ
リウレタン樹脂やポリペプチド樹脂が挙げられる。これらの樹脂は単独、あるいは２種以
上混合して用いることができる。
【００４４】
　本発明の顔料分散体を構成する着色剤としては、本発明の顔料分散体の分散性を阻害し
ない限りは、他の着色剤を併用することできる。併用できる着色剤としては、例えば、縮
合アゾ化合物、アントラキノン化合物、アゾ金属錯体、メチン化合物、アリルアミド化合
物に代表される化合物等、様々なものが挙げられる。
【００４５】
　本発明の顔料分散体は、鮮やかな色調を有し、その優れた分光特性により、マゼンタの
着色剤、好ましくは画像情報の記録用材料として用いることができる。例えば、分散媒体
が水系の場合には、インクジェット用インク、印刷用水性インク、水性塗料、筆記具用水
性インク等の着色剤に用いることが出来る。また、分散媒体が有機溶剤系の場合には、カ
ラーフィルター用レジスト組成物、印刷用油性インク、油性塗料、筆記具用油性インク等
の着色剤に用いる事が出来る。
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【００４６】
　＜カラーフィルター用レジスト組成物について＞
　本発明の顔料分散体は、鮮やかな赤色の色調を有し、その分光特性により赤色用色材、
好ましくは、カラーフィルター用着色剤として用いることが出来る。
【００４７】
　本発明の液体組成物を用いて、カラーフィルター用レジスト組成物を調製する際、他の
着色剤を併用して、任意の色のレジスト組成物とすることもできるが、他の着色剤と併用
せずに、或いは、本発明の液体組成物の色調を阻害しない程度の量で他の着色剤と併用し
て、赤色レジスト組成物とすることが好ましい。
【００４８】
　本発明のレジスト組成物は、少なくともバインダー樹脂、光重合性モノマー、光重合開
始剤、溶剤、本発明の顔料分散体を１種以上含有してなる。
【００４９】
　また、基板上に異なる分光特性を持つ二種以上の画素が隣接して配列されてなるカラー
フィルターにおいて、その複数の画素（例えば、赤、緑、青）のうち、少なくとも１つに
本発明の顔料分散体を用いることによって、高透明で高色純度な画素を得ることができる
が、更に、染料を混合することで分光特性を改善することもできるため、本発明の顔料分
散体と染料との混合物を用いてもよい。染料は要望の色相を得るために２種類以上を混合
して用いても構わない。
【００５０】
　本発明のキナクリドン骨格を有する顔料の含有量としては、下記バインダー樹脂１００
質量部に対して、０．１乃至４００質量部が好ましく、１乃至２００質量部がより好まし
い。
【００５１】
　本発明のカラーフィルター用のレジスト組成物に使用できるバインダー樹脂としては、
光照射部、あるいは、遮光部が有機溶剤、アルカリ水溶液、水、または市販の現像液によ
って溶解可能なものであればよく、特に限定されるものではない。更に、作業性、廃棄物
処理などの観点からは水あるいはアルカリ現像可能な組成を有すものがより好ましい。
【００５２】
　このような樹脂としては、一般にアクリル酸やメタクリル酸、２－ヒドロキシエチル、
アクリルアミド、Ｎ－ビニルピロリドンやアンモニウム塩を有するモノマーなどに代表さ
れるような親水性のモノマーとアクリル酸エステルやメタクリル酸エステル、酢酸ビニル
、スチレン、Ｎ－ビニルカルバゾールなどに代表されるような親油性のモノマーとを適度
な混合比で既知の手法で共重合したバインダー樹脂が知られている。これらのバインダー
樹脂はエチレン性の不飽和基を有するラジカル重合性のモノマーやオキシラン環、あるい
は、オキセタン環を有するカチオン重合性のモノマー、ラジカル発生剤或いは酸発生剤や
塩基発生剤との組み合わせによってネガ型、即ち遮光部分が現像によって除去されるタイ
プのレジストとして用いることができる。
【００５３】
　また、ポリヒドロキシスチレンのｔｅｒｔ－ブチル炭酸エステル、ｔｅｒｔ－ブチルエ
ステル、テトラヒドロキシピラニルエステル、あるいは、テトラヒドロキシピラニルエー
テルなどに代表されるバインダー樹脂を使用することもできる。この種のバインダー樹脂
は、酸発生剤との組み合わせによってポジ型、即ち光照射部分が現像によって除去される
タイプのレジストとして用いることができる。
【００５４】
　本発明のカラーフィルター用レジスト組成物は、光の照射によって付加重合するエチレ
ン性不飽和二重結合を有するモノマーとして、エチレン性不飽和二重結合を１個以上有す
る光重合性モノマーを含有する。前記光重合性モノマーとしては、分子中に少なくとも１
個の付加重合可能なエチレン性不飽和基を有し、沸点が常圧で１００℃以上の化合物が挙
げられる。例えば、ポリエチレングリコールモノアクリレート、ポリエチレングリコール
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モノメタクリレート、ポリプロピレングリコールモノアクリレート、ポリプロピレングリ
コールモノメタクリレート、フェノキシエチルアクリレート、フェノキシエチルメタクリ
レート等の単官能アクリレートや、ポリエチレングリコールジアクリレート、ポリエチレ
ングリコールジメタクリレート、ポリプロピレングリコールジアクリレート、ポリプロピ
レングリコールジメタクリレート、トリメチロールエタントリアクリレート、トリメチロ
ールエタントリメタクリレート、トリメチロールプロパントリアクリレート、トリメチロ
ールプロパントリメタクリレート、トリメチロールプロパンジアクリレート、トリメチロ
ールプロパンジメタクリレート、ネオペンチルグリコールジアクリレート、ネオペンチル
グリコールジメタクリレート、ペンタエリスリトールテトラアクリレート、ペンタエリス
リトールテトラメタクリレート、ペンタエリスリトールトリアクリレート、ペンタエリス
リトールトリメタクリレート、ジペンタエリスリトールヘキサアクリレート、ジペンタエ
リスリトールヘキサメタクリレート、ジペンタエリスリトールペンタアクリレート、ジペ
ンタエリスリトールペンタメタクリレート、ヘキサンジオールジアクリレート、ヘキサン
ジオールジメタクリレート、トリメチロールプロパントリ（アクリロイルオキシプロピル
）エーテル、トリ（アクリロイルオキシエチル）イソシアヌレート、トリ（アクリロイル
オキシエチル）シアヌレート、グリセリントリアクリレート、グリセリントリメタクリレ
ートなどの多官能アクリレートおよびメタクリレート、トリメチロールプロパンやグリセ
リンなどの多官能アルコールにエチレンオキシド又はプロピレンオキシドを付加した後ア
クリレート化またはメタクリレート化したものなどの多官能アクリレートや多官能メタク
リレートを挙げることができる。
【００５５】
　さらに、ウレタンアクリレート類、ポリエステルアクリレート類、エポキシ樹脂とアク
リル酸またはメタクリル酸の反応生成物であるエポキシアクリレート類などの多官能アク
リレートやメタクリレートも挙げられる。上記の中でも、トリメチロールプロパントリア
クリレート、トリメチロールプロパントリメタクリレート、ペンタエリスリトールテトラ
アクリレート、ペンタエリスリトールテトラメタクリレート、ジペンタエリスリトールヘ
キサアクリレート、ジペンタエリスリトールヘキサメタクリレート、ジペンタエリスリト
ールペンタアクリレート、ジペンタエリスリトールペンタメタクリレートが好ましい。
【００５６】
　エチレン性不飽和二重結合を２個以上有する光重合成モノマーは、単独で用いても２種
類以上を混合して用いても良い。前記重合性化合物の含有量としては、着色感光性組成物
の質量（全固形分）の５乃至５０質量％が一般的であり、特に１０乃至４０質量％が好ま
しい。
【００５７】
　本発明のカラーフィルター用レジスト組成物は、紫外線硬化性である場合には、光重合
開始剤を含有して構成される。該光重合開始剤としては、ビシナールポリケトアルドニル
化合物、α－カルボニル化合物、アシロインエーテル、多岐キノン化合物、トリアリルイ
ミダゾールダイマー／ｐ－アミノフェニルケトンの組み合わせ、トリオキサジアゾール化
合物などが挙げられる。好ましくは、２－ベンジル－２－ジメチルアミノ－１－（４－モ
ルフォリノフェニル）ブタノン（商品名：イルガキュア３６９、ＢＡＳＦ社製）が挙げら
れる。なお、本発明の着色レジストによる画素の形成に際し、電子線を用いる場合には、
上記光重合開始剤は必須ではない。
【００５８】
　本発明のカラーフィルター用のレジスト組成物は上記バインダー樹脂、光重合性モノマ
ー、光重合開始剤、着色剤などを溶解若しくは分散させるための溶剤を含有する。使用で
きる溶剤としては、シクロヘキサノン、エチルセロソルブアセテート、ブチルセロソルブ
アセテート、１－メトキシ－２－プロピルアセテート、ジエチレングリコールジメチルエ
ーテル、エチルベンゼン、１，２，４－トリクロロベンゼン、エチレングリコールジエチ
ルエーテル、キシレン、エチルセロソルブ、メチル－ｎ－アミルケトン、プロピレングリ
コールモノメチルエーテル、トルエン、メチルエチルケトン、酢酸エチル、メタノール、
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エタノール、イソプロピルアルコール、ブタノール、イソブチルケトン、石油系溶剤など
が挙げられる。これらは単独若しくは混合して用いることができる。
【００５９】
　以上のように、本発明のカラーフィルター用レジスト組成物は、着色剤として本発明の
顔料分散体を含有して構成されるので、形成される画素の色相が良好で透明性、透光性を
向上させることができる。
【００６０】
　＜インクについて＞
　本発明の顔料分散体をインクとして利用可能なインク組製物を作製出来る。特に好まし
くは、分散媒体が水系の場合である。また、水と水溶性有機溶剤との混合溶媒を使用して
も良い。この際に使用する水溶性有機溶剤は、水溶性を示すものであれば制限はなく、例
えば、アルコール、多価アルコール、ポリエチレングリコール、グリコールエーテル、含
窒素極性溶剤、含硫黄極性溶剤などが挙げられる。
【００６１】
　本発明の顔料分散体を含有するインクを製造する場合に、インクのｐＨは特に限定され
るものではないが、安全性の面を考慮すると、ｐＨ４．０乃至１１．０の範囲内のものが
好ましい。また、インクジェット用のインクを作製する場合には、インクの保持性維持の
ために、尿素、尿素誘導体、トリメチロールプロパンなどの保湿性固形分もインクの成分
として用いても良い。尿素、尿素誘導体、トリメチロールプロパン等、保湿性固形分のイ
ンク中の含有量は、一般的には、インクに対して０．１質量％以上２０．０質量％以下の
範囲が好ましく、より好ましくは３．０質量％以上１０．０質量％以下の範囲である。
【００６２】
　更に、インクとする場合には、前記成分以外にも、必要に応じて、ｐＨ調整剤、防錆剤
、防腐剤、防カビ剤、酸化防止剤、還元防止剤、蒸発促進剤、キレート化剤、水溶性ポリ
マー等、種々の添加剤を含有させてもよい。
【００６３】
　以上説明したようにして、本発明の顔料分散体を含有するインクは、熱エネルギーの作
用により液滴を吐出させて記録を行うインクジェット記録方式にとりわけ好適に用いられ
る。本発明の顔料分散体を含有するインクは、他のインクジェット記録方法に適用するイ
ンクや、一般の筆記用具等の材料としても使用できることはいうまでもない。
【実施例】
【００６４】
　以下、実施例及び比較例を挙げて、本発明を更に詳細に説明するが、本発明はこれらの
実施例に限定されるものではない。なお、文中「部」及び「％」とあるのは特に断りのな
い限り質量基準である。得られた反応生成物の同定は、下記に挙げる装置を用いた複数の
分析方法によって行った。即ち、使用した分析装置は、1Ｈ及び13Ｃ核磁気共鳴分光分析
（ＥＣＡ－４００、日本電子（株）製）、ＬＣ／ＴＯＦ　ＭＳ（ＬＣ／ＭＳＤ　ＴＯＦ、
Ａｇｉｌｅｎｔ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｉｅｓ社製）を用いた。尚、ＬＣ／ＴＯＦ　ＭＳに
おけるイオン化法はエレクトロスプレーイオン化法（ＥＳＩ）を適用した。
【００６５】
　［一般式（１）で表される化合物の製造］
　本発明の一般式（１）で表わされる化合物は市販されており入手可能であるが、公知の
方法によって合成することも可能である。
【００６６】
　以下に記載する方法で本発明の一般式（１）で表される化合物を製造した。
【００６７】
　〈製造例１：化合物（１６）の製造例〉
　４－ブロモ－１－シクロヘキシルアミノアントラキノン７６．９ｇの１，２－ジクロロ
ベンゼン２０ｇ溶液に無水酢酸１０２ｇを入れ、濃硫酸１ｇを入れ１１０℃で６時間撹拌
した。反応終了後、メタノール１０００ｇで希釈してろ過して１－（アセチルシクロヘキ
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シルアミノ）－４－ブロモアントラキノン５９．８ｇ（収率７０．１％）を得た。さらに
、１－（アセチルシクロヘキシルアミノ）－４－ブロモアントラキノンのイソブタノール
１５０ｇの溶液に苛性ソーダ１２ｇ／水１５０ｇ溶液を滴下し、９０℃で６時間撹拌した
。反応終了後、冷却し、得られた固体をろ過して４－ブロモ１，９－Ｎ－シクロヘキシル
アントラピリドン２８．７ｇ（７０．４％）を得た。次に、４－ブロモ１，９－Ｎ－シク
ロヘキシルアントラピリドン２０．４ｇの１，３－ジメチル－２－イミダゾリジン４０ｇ
溶液に４－メチルアニリンヘキシルアミン１９．３ｇ、炭酸ナトリウム８．６ｇ、銅粉６
．８ｇを仕込み、１９０℃で４時間反応させた。反応終了後、冷却して、酢酸エチル希釈
してろ過した。カラムクロマトグラフィー精製（トルエン／ＴＨＦ）を行い、１７．６ｇ
（収率８５．０％）の化合物（１６）を得た。図１に、この化合物（１６）のＣＤＣｌ3

中、室温・４００ＭＨｚにおける1Ｈ　ＭＭＲスペクトルを示す。
【００６８】
　［化合物（１６）についての分析結果］
［１］1Ｈ　ＮＭＲ（４００ＭＨｚ、ＣＤＣｌ3、室温）：δ［ｐｐｍ］＝１．３５－１．
９７（ｍ、１０Ｈ）、２．３７（ｓ、３Ｈ）、２．３７－２．５４（ｂｒ、１Ｈ）、７．
２３（ｄｄ、４Ｈ、１４．４、８．９３Ｈｚ）、７．５２（ｄ、１Ｈ、Ｊ＝９．６２Ｈｚ
）、７．６５－７．７７（ｍ、３Ｈｚ）、７．８９（ｓ、１Ｈ）、８．２３（ｄ、１Ｈ、
Ｊ＝７．７９Ｈｚ）、８．５１（ｄｄ、１Ｈ、Ｊ＝７．７９、１．３７Ｈｚ）、１２．１
（ｓ、１Ｈ）
［２］質量分析（ＥＳＩ－ＴＯＦ）：ｍ／ｚ＝４３３．１９３２（Ｍ－Ｈ）+

【００６９】
　＜他の色素化合物の製造例＞
　上記製造例１に準じた方法で、下記表１に示す他の化合物を合成した。これらの化合物
の構造は、前記した化合物と同様にして確認した。「＊」は置換基の結合部位を表す。
【００７０】
　［顔料分散体の製造］
　以下に記載する方法で本発明の顔料分散体及び比較顔料分散体を製造した。
【００７１】
　＜実施例１＞
　Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　１２２（クラリアント社製、商品名「Ｔｏｎｅｒ　
Ｍａｇｅｎｔａ　Ｅ」）１７部と本発明の一般式（１）で表わされる化合物（１）０．８
５部の混合物にスチレン１２０部を混合し、アトライター（三井鉱山社製）により１時間
分散させて本発明の顔料分散体（１）を得た。
【００７２】
　＜実施例２乃至３２＞
　実施例１において、化合物（１）を化合物（２）乃至（３２）に変更した以外は、実施
例１と同様にして、顔料分散体（２）乃至（３２）を得た。図２に、顔料分散体（２）の
ＳＥＭ写真に基づく図を示す。
【００７３】
　＜比較例１＞
　実施例１において、化合物（１）を入れないこと以外は実施例１と同様にして、比較用
顔料分散体（１）を得た。
【００７４】
　＜比較例２乃至６＞
　実施例１において、化合物（１）を表２で表わされる比較用化合物（１）乃至（５）に
変更した以外は実施例１と同様にして、比較用顔料分散体（２）乃至（６）を得た。
【００７５】
　＜評価＞
　［分散性］
　顔料分散体の分散性の評価を以下のように行った。顔料の分散粒径と紙への展開した後
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の光沢は相関がある事がわかっている。かみ粒度測定器（グラインドメーター）（テスタ
ー産業株式会社）を用い、紙への展開した後の光沢の向上率を測定することによって顔料
の分散性を決定した。
Ａ：光沢性が１５％以上の向上率（分散性が非常に良い）
Ｂ：光沢性が５％以上、１５％未満の向上率（分散性が良い）
Ｃ：光沢性が５％未満の向上率（分散性が悪い）
【００７６】
　上記顔料分散体の実施例、及び、顔料分散体の比較例の評価結果を表１及び２に示す。
【００７７】
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【表１－１】

【００７８】
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【表１－２】

【００７９】
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【表２】

【００８０】
　＜実施例３３乃至３９＞
　実施例１における化合物（１）を表３に記載のように変更すること以外は、実施例１と
同様にして顔料分散体（３３）乃至（３９）を得た。得られた顔料分散体を用いて実施例
１と同様の評価を行った。
【００８１】
　その結果を表３に示す。
【００８２】
【表３】
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【００８３】
　＜実施例４０乃至４２＞
　実施例１において、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　１２２及び化合物（１）を用い
る代わりに、表４における化合物の組み合わせ及び配合量とする以外は実施例１と同様に
して、顔料分散体（４０）乃至（４２）を得た。得られた顔料分散体を用いて実施例１と
同様の評価を行った。その結果を表４に示す。
【００８４】
　尚、表４においては、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　１２２をＰ．Ｒ．１２２、Ｃ
．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　２０２をＰ．Ｒ．２０２、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｖ
ｉｏｌｅｔ　１９をＰ．Ｖ．１９と略記して示す。
【００８５】
【表４】

【００８６】
　表１乃至表４より明らかなように、本発明で得られる顔料分散体は対応する比較用顔料
分散体と比較して光沢性の向上することから、顔料の分散性に優れていることが明らかで
ある。
【００８７】
　＜赤色レジスト組成物の調製＞
　＜実施例４３＞
　Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　１２２（クラリアント社製、商品名「Ｔｏｎｅｒ　
Ｍａｇｅｎｔａ　Ｅ」）１２部と化合物（４）０．１２部の混合物にシクロヘキサノン１
２０部を混合し、アトライター（三井鉱山社製）により１時間分散させて本発明の赤色レ
ジスト用顔料分散体（１）を得た。
【００８８】
　アクリル共重合組成物６．７部、ジペンタエリスリトールペンタアクリレート１．３部
、２－ベンジル－２－ジメチルアミノ－１－（４－モルフォリノフェニル）ブタノン（光
重合開始剤）０．４部のシクロヘキサノン９６部の溶液に、上記赤色レジスト用顔料分散
体（１）２２部をゆっくり加え室温で３時間攪拌した。これを１．５μｍフィルターで濾
過することで、赤色レジスト組成物を得た。
【００８９】
　＜実施例４４乃至５１＞
　実施例４３において、化合物（４）を用いる代わりに、表５に示す化合物を用いた以外
は、実施例４３と同様にして赤色レジスト組成物（２）乃至（９）を得た。
【００９０】
　操作の過程で、１．５μｍフィルターで濾過する際、本発明の赤色レジスト組成物は、
分散性が優れるため、フィルターに詰まりが生じることなくスムーズにろ過することがで
きた。
【００９１】
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【表５】

【００９２】
　上記で得られた各赤色レジスト組成物を、ガラス上にスピンコートし、その後これを９
０℃で３分間乾燥させ全面露光し、１８０℃でポストキュアすることで塗布サンプルを作
製した。得られた塗布サンプルは光透過性、色調共に良好なものであった。
【００９３】
　＜インクの調製＞
　＜実施例５２＞
　Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　１２２（クラリアント社製、商品名「Ｔｏｎｅｒ　
Ｍａｇｅｎｔａ　Ｅ」）６部、化合物（２３）０．０６部、ドデシル硫酸ナトリウム１．
２部の混合物に水６０部を混合し、アトライター（三井鉱山社製）により１時間分散させ
て本発明のインク用顔料分散体（１）を得た。さらに、このインク用顔料分散体（１）７
４部にアセチレノールＥＨ（川研ファインケミカル（株）製）１部、エチレングリコール
７．５部、グリセリン７．５部、及び尿素７．５部を加え、十分に撹拌させてインク（１
）を作製した。
【００９４】
　＜実施例５３乃至６２＞
　実施例５２において、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　１２２、化合物（２３）を用
いる代わりに、表６に示す化合物の組み合わせ及び配合量とする以外は、実施例５２と同
様にしてインク（２）乃至（１１）を得た。
【００９５】

【表６】

【００９６】
　上記で得られたインクサンプルは、色調、保存安定性共に良好なものであった。
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【００９７】
　保存安定性評価は、各インク組成物をガラス製サンプル瓶に封入し、４０℃の環境下、
１カ月間静置する事で沈殿物の有無を確認し、いずれの場合も沈殿物が生じない事を確認
した。
【００９８】
　色調は各インクをバーコート法（Ｂａｒ　Ｎｏ．１０）により、隠ぺい率測定紙に塗布
して、一晩風乾することで画像サンプルを作製した。各画像サンプルに関して、反射濃度
計ＳｐｅｃｔｒｏＬｉｎｏ（Ｇｒｅｔａｇ　Ｍａｃｂｅｔｈ社製）にて、Ｌ*ａ*ｂ*表色
系における色度（Ｌ*、ａ*、ｂ*）を測定し確認した。
【産業上の利用可能性】
【００９９】
　本発明によれば、分散媒中での着色剤の分散性に優れた顔料分散体を得ることができる
。この顔料分散体を使用することによって顔料の発色性、塗膜の仕上がり外観、耐候性及
び物理的性質等の塗膜性能に優れ、しかも顔料の分散安定性が良好で高顔料濃度化可能な
塗料組成物を得ることができる。更に、この顔料分散体を使用することによって、顔料の
発色性、分散安定性が良好で、鮮明性、透明性、発色性などに優れたインキ組成物を得る
ことができる。また、インクジェットインク、感熱転写記録シート、カラーフィルター用
の着色剤、光記録媒体用の色素としても使用することができる。

【図１】 【図２】
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